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１．オープンデータの取り組み経過
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● オープンデータの取り組みや動向への着目
⇒平成24年7月3日～

● 市公式サイトからのデータ公開
⇒平成24年7月23日～

● オープンデータ啓発イベントへの協力
⇒マッピングイベント（Wheelmap）＠会津若松
⇒オープンデータディ in AIZU 2013

● LinkDataの活用（RDF形式での公開）
⇒平成25年1月31日～

● コンテスト（LODチャレンジ 2012）
⇒公共LOD賞



２．オープンデータ推進にあたって

● 二次利用を促進する利用ルール
⇒ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｺﾓﾝｽﾞﾗｲｾﾝｽを適用

● 機械判読に適したデータ形式での公開
⇒基礎データをCSV形式で公開
　⇒RDF公開には「LinkData」サービスを活用

● 業務として継続できる運用を重視
⇒作業負担（コスト）増にならない運用の検証
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個別ニーズへの対応

３．行政の効率化・経済の活性化

● 想定例：オープンデータから市民のニーズに
あった多様な形態での情報提供
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４．オープンデータの活用事例
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オープンデータを活用した課題の解決
他地区の応援だと
消火栓の場所が
わからないんだよ

消火栓の
位置情報を

オープンデータ
にしよう！

地図検索できる
アプリに

してみたよ！

地元ICTﾍﾞﾝﾁｬｰ

市役所

地元消防団



５．運用継続のための課題整理①

● 新たなコストを発生させずにオープンデータを
生成することが望ましい。

汎用的な形式
の元データ
汎用的な形式

の元データ

人の目で
見やすいように

整形して
ウェブ等で公開

人の目で
見やすいように

整形して
ウェブ等で公開

そのまま
オープンデータ

として公開

そのまま
オープンデータ
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機械判読可能な
形式に変換し

オープンデータ
として公開

機械判読可能な
形式に変換し

オープンデータ
として公開

情報システムで
データ出力

※コストを伴うと継続が困難に・・・
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コスト増



６．運用継続のための課題整理②

● 出来るだけ簡単に真正性を確保する方法

※原本との照合・比較を可能に

利用者A
による

改変・再配布

利用者B
による

改変・再配布

公式サイトでの
原本データ公開
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8

非公開
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あかべぇ

会津若松市のWEBサイトでの情報公開
  http://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2009122400048/
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